
認知症への取り組みとチームオレンジおびひろ 

2025 年には 65 歳以上の約５人に１人が認知症になると言われており、国は「認知症になっても

住み慣れた地域で幸せを実感しながら暮らせる共生社会の実現」を掲げています。 

地域包括支援センター帯広至心寮では、「認知症の方の相談・対応」「小中学生や一般の方への認知

症サポーター養成講座の開催」「認知症高齢者等ＳＯＳ声かけ訓練」「認知症に関する出前講座」など、

認知症に対する理解を深めていただくよう努めております。 

また、認知症の方や家族の生活を地域で支援などを行う取り組み・組織である『チームオレンジ』

を推進しており、認知症サポーター養成講座を修了したサポ 

ーターがチームを組み、認知症の方もメンバーとして参加し 

ています。 

なお、帯広市では『チームオレンジおびひろ』として、現 

在５８名の活動者・行政・各地域包括支援センターの認知症 

地域支援推進員で準備を進めています。 

具体的には、[普及啓発グループ][認知症カフェグループ] 

[個別支援グループ]に分かれ、令和 7 年度の活動開始を目指 

しています。認知症の方やその家族が、よりよく生活できる 

ように今後も継続して取り組みます。 

（認知症地域支援推進員 鳥瀬） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
   
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渋谷 生弥：介護支援専門員 
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人 口：161,547 人 

      （男性：77,086 人／女性：84,461 人） 

世帯数：90,328 戸 

高齢人口(６５歳以上)：約 49,000 人   

高齢化率：30 %     【令和６年７月時点】 

『帯広市の現状』 7⽉から職員が増えました 

体内の水分が不足することで運動機能や体温調節機能の低下、ひどい時には妄想や

幻覚などが起こります。水分不足が原因で脳の障害を引き起こせば、間接的に認知症

の進行を早めてしまう恐れもあります。体格や活動量により違いがありますが、一日

に必要な水分補給の目安は 1.5 リットルです。認知症の方が脱水症状に陥らないため

に水分を摂るように伝えたとしても、拒否される場合があります。そこで無理矢理飲

ませようとするのは逆効果です。「一緒にお茶を飲みながらお話しましょう」「このお

菓子がお茶に合いますよ」などと伝えるのも 1 つの方法です。（認知症専門担当職員 中西） 

７月より働かせていただいておりま

す。２年前に岩見沢より引っ越してきま

した。まだ帯広の事が分かっていないの

で色々と教えて下さい。宜しくお願い致

します。 

認知症と脱水 



 

 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『家族介護者リフレッシュ事業』とは? 

『地域のボランティアさんとの協働』報告 

要支援・要介護認定を受けた市内在住の 65 歳以

上の高齢者を在宅で介護しているご家族に「心身の

元気回復（リフレッシュ）をしていただくための事業

です。 

帯広至心寮では、今年度第 1 回目にまつもと薬局

さんにご協力いただき、『健康講話と座談会』を行い

ます。栄養士さんや薬剤師さんに腸活のコツを聞い

たり、色々な方とお喋りしたり、リフレッシュできる

内容となっております（左ちらしを参照）。第 2 回目

も計画しております。 

地域包括支援センター帯広至心寮が行っている

地域ケア会議で、室内が物で溢れ 1 人では片付けら

れず困っている方のお話しがあり、地域ボランティ

アの『ちょっとした支え合いサポーター』さんとお

部屋の片付けをお手伝いしています。使う物、使わ

ない物の分別や衣類の整理など、1 人では大変な作

業もちょっとした支え合いサポーターさんと一緒

に行うことでスムーズに片付き、整ったお部屋を見

て大変喜ばれていました。また、ちょっとした支え

合いサポーターさんが１人暮らしの住人の方を気

遣い、言葉をかけることで、片付けが終わる頃には

笑顔も見られていました。喜ばれている姿を見て、

人や地域とのつながりの大切さを改めて感じてい

ます。これからも人や地域とのつながりを大切にし

ながらちょっとした支え合いを行っていきたいと

思います。       （地域支え合い推進員 菊地） 

帯広市の地域包括支援センターは 

『ケアラーの支援・相談の窓口』のひとつです 

ケアラーとは、心や体に不調がある方の「介護」「看

病」「療育」「世話」「気遣い」など、ケアの必要な家族や

近親者、友人・知人などを無償でケアする人のことです。 

過度な介護負担を感じている方や、周りに介護で困っ

ている人がいましたら気軽にご相談ください。 

※こちらの写真は 
過去の活動のものです 

地域包括支援センター

✖ 

地域支え合い推進員 

【対象者】 

東・鉄南地域の団体、サークル、ご近所仲間等 

※コミセンや個人宅、どこでも伺います！ 

【申込方法とその流れ】 

① 電話でお申し込み下さい 

（ ２４－１１５０または ６６－４６１３） 

② 地域包括支援センターの担当者から改めて 

  代表者の方に連絡し、日程などを調整します 

③ 講師料は無料です 

【テーマ】 

・健康づくりと介護予防 

・認知症に関すること ・在宅医療 

・介護保険  ・成年後見制度 

・高齢者虐待 ・地域の見守り 

               （保健師 大谷） 

 で 

市民の皆様に情報提供しています！ 


